
課題抽出シート

目標（理想とする姿・状態） 現状 課題（目標と現状のギャップ）

事務局

・精神障がいのある方が、地域社会で
活動できる土壌が整っている。
・精神障がいのある方が、地域で安心
して生活できるよう、医療、福祉、介
護、そして地域が連携した支援体制が
整っている。

・精神障がい特有の症状や特性を共有す
る機会が少ないことで、当事者の言動に
近隣住民や支援者が困惑する場面がある。
・医療、福祉、介護の各分野で、精神障
がいに対応したサービスの拡充は進めら
れているが、支援者の数の不足、知識・
スキルの共有が十分でない。

・地域住民が精神障がいについての知
識を得る機会が少ないために、負担感
が高まりやすく、理解が進みにくい。
・支援者の数が不足している上に、精
神障がいに対応する専門的な知識やス
キルの習得にばらつきがあるため、支
援者の価値観が共有しづらく、異なる
分野の専門職同士の連携・協働が難し
くなっている。

※単語だけではなく、文章で表記してください。
例：〇〇の理由により△△となっている。
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